


















































　日本への汽船航路の開設をみると、1859 年、英 P&O（Peninsular and Oriental Steam 







生し、国千保丸（1879 年建造、木船、15 馬力、128 トン）と百貫丸（1880 年建造、35 馬力、
111 トン）を購入し、百貫石と大阪の間を就航した。だが、この会社は 1882 年に経営危機に
陥ったため、細川家財務担当格の高橋長秋が整理に乗り出し、住友の広瀬宰平に相談し、手
持ちの 2 隻の汽船を手放す形で、1884 年の大阪商船の設立に有力な出資者のひとつとして参
加した 2。































は 1893（明治 26）年 7 月に長崎港から三角港へ汽船に乗って到着し、浦島屋旅館に一泊した。
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と、1893 年 1 月 19 日、長崎港 6 時発の木曽川丸に乗船し 11 時に三角港に着き、昼食後は人
力車で熊本へ向かっている。1895 年 12 月 4 日午前 8 時に熊本を人力車で出発、12 時に三角
に到着し、夜 11 時出港の常磐丸に乗り、翌朝 5 時に長崎港着。12 月 6 日に神戸丸で上海へ
向かっている 6。
　さらに、『五足の靴』で著名な与謝野寛・木下杢太郎・北原白秋・吉井勇・平野万里の 5 人
は 1907（明治 40）年 8 月 23 日午後 2 時に、牛深港から際崎港に汽船で到着し、昼食後、あ
まりの暑さに海で泳いだ後、十町（1 キロ強）歩いて三角港に移動し、午後 5 時発の汽船で
島原に渡っている 7。
　以上の例のなかでとりわけ八雲と宗方の旅行を通して、当時の交通機関の主役をなした汽










































航路は 19 で、所有船舶 29 隻、社長には三山近六がつき、本社を長崎市におき、支店を三角
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　熊本の方からみると、まず 1914（大正 3）年に宮地軽便線の熊本―肥後大津間が開通し、


























央局（Reichszentrale für deutsche Verkehrswerbung：1928 年 に は Reichsbahnzentrale für 


































調査した。その足取りは以下のとおりであった。まず、8 月 25 日に水前寺駅から坊中駅へ移
動し、徒歩で中岳へ登り、草千里を経て湯の谷温泉へ降りている。この途中 8 カ所の茶屋が
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あり、サイダーやビール、菓子を販売しており、一日 300 ～ 400 人の登山者があったとのこ
とである。翌 8 月 26 日は、湯の谷温泉から地獄・垂玉温泉へいき、そのあと車で高森七曲り
へ向かい、東部外輪山から祖母山を観望している。そこから再び南郷谷にもどり白川水源、
栃木温泉、戸下温泉を経て内牧温泉に投宿している。翌 27 日は、車 6 台に分乗し、小国県道
より北部外輪山の遠見ケ鼻へ（1922 年に徳富蘇峰が「大観望」と命名）に向かい、それから
阿蘇神社をみて、それから日の尾峠に向かい、根子岳中腹を調べて、再び宮地に戻って宿泊



























写真 2 坊中駅前の大阿蘇登山バス（米 Federal 社製、昭和 10 年頃）











まなみハイウェイが通って実現することになった。図 2 は 1930 年代半ば（昭和 10 年前後）
の阿蘇地域の主要交通網を示す地図である。







業は 1939（昭和 14）年 7 月 22 日で、この時期、全国に新設された国際観光ホテルの一つで
あった。設計者は熊本県技師の近藤良馬、施工は清水組で、建築面積 434.30 坪、延べ面積





（出典：『産交 30 年史』九州産業交通、1972 年、34 頁）
　だが、開業が 1939 年となったことからも容易に推察できるように、戦時経済へと突き進む
なかで、当初の外客誘致の目標は達成できるものではなかった。しかも、1940 年 10 月には
湯の谷行きのバスが減便され、国際観光局も 1942 年には廃止されている 28。経営主体の大阿




　一階に洋風客室 6 室、和風客室 2 室、二階に洋風客室 17 室、和風客室 2 室、貴賓室 3 室、
三階に洋風客室 20 室ということで、計 50 室をもった阿蘇観光ホテルが本来の外客に利用さ
れるのは、まことに皮肉なことながら、戦後の 1946 年 2 月 17 日に米駐留軍の専用ホテルと
して接収されてからである。1952 年 6 月 30 日にようやく返還され、その後は九州産交が継
承し、設備を増築した。昭和天皇お気に入りの、この高級ホテルは 1964 年 7 月に火災で本館
が全焼した後、再建され 1970 年代から 80 年代前半にかけて大いに活況を呈した 30。しかし、












通（株）である。同社は、1958 年 4 月 11 日には、当時世界一と呼ばれた 61 人乗りの阿蘇山
ロープウェイを開業し、さらに、東京オリンピック開催、やまなみハイウェイ開通の 1964 年
には、貸切バス事業を大阿蘇観光バス（株）として独立させ、仙酔峡ロープウェイを開業し、




1952 年 3 月 17 日には、三角―島原間に当時としては豪華な観光船「花園丸」（120 トン）が就
航した。これは別府―阿蘇―雲仙を結ぶ国際観光路線の復活に備えるべく九州商船（株）が
とった積極策であった。1959 年 3 月 25 日には、鉄道においても三角と別府を直通で結ぶ急
行「ひのやま」も登場し、同年 4 月には宇土―三角間の産業道路が一級国道に昇格し、熊本
―大分間の国道に 57 号線の名称がつけられた 31。





3 月から翌年 3 月までの 1 年間で約 80 万人を運び、同社にとってドル箱路線となったのであ
る 32。















　阿蘇地域は、2012 年 7 月に集中豪雨により内牧温泉などで大きな被害を受け、豊肥本線も















（本稿は、2013 年 7 月 6 日に熊本学園大学で開かれた日本ホスピタリティ・マネジメント学会九州支部研
究発表会での発表「九州横断観光ルートの整備と三角港」に加筆訂正した研究ノートである）
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